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＜連絡事項＞

· 本日16：00～監査事前指導あり。

· 本日18：00～パークホテルにて部署懇談会あり。

· 5/1（金）野月利章様、見学予定。正式利用に関しては未定。

＜利用者様情報＞

· 大久保　恒夫様～昨日18：00本人より電話連絡あり、「頭痛いから自分のカロナール飲んでいい

か」と相談あり。血圧は高値ではないとのこと。服用して効果があるまで時間がかかること、安静にしていること説明している。本日来所され、頭痛は内服後によくなったと話されている。4/28（火）に村上脳神経外科より処方された降圧剤がグレープフルーツ禁のため、本日昼食よりグレープフルーツ禁食で指示箋が出ている。また、高血圧防止のために喫煙本数は減らしていくように説明している。

· 川口　尚良　様～卓球を行っている際、肩の痛み（五十肩）があったとのこと。整形外科の担当医

より、卓球のような運動ではなく、エアロビクスのような全身を動かす運動を行うように説明されたと話されている。

· 板橋　利美　様～①本日表情硬く、不機嫌さが顕著にみられている。理由について問うと、「色々

止められてむしゃくしゃする」「青山のスタッフが最近ずっとくっついてきている」と話されている。

⇒不満を溜め込みやすい傾向にある方なので、不満を表現出来たことを評価し、本人の訴えを傾聴してストレスの軽減を図っていく。

②体重増加傾向にあり、膝や歩行への負担も増えている。膝のストレッチ等を促しているが、本人は拒否的。

⇒ラジオ体操は見学をしていることが多い為、その時間帯で膝のストレッチを促していく。

· 下町　サン子様～昨日、「足元がぐらぐらして困っている」と訴えがあり。主に空腹時になるよう

で、食事を摂取した後は表情よく、体調も良いとのこと。

⇒低血圧を持っている方なので、それも考慮しながら体調の観察を行っていく。

· 前野　義勝　様～昨日、ナイトケア来所されている。月曜日に欠席した件について、四十肩のよう

なものだったと話されている。疲労があり足も痛むとのこと。欠席が多いこと、週3回決められた曜日に通所し、それ以外の日で用事や休養をとるように説明。「自由な生活をしたい」と本人訴えている為、それは自分で生活管理を行うことができる事が前提で成り立つことを説明している。また、「久慈さんに、“いつまでもスタッフのいいなりになっているようじゃダメだ”“生活保護を受けているなんてこじきみたいな生活だ”と手紙や電話をもらった。腹立つ」と話されている。悩みを話したらスッキリしたのことで、表情良く帰宅されている。

⇒通所や生活状況が不安定になってきたときは、その都度説明を行っていき、本人の悩みは傾聴していく。

· 豊川　明男　様～青山荘スタッフより、本人が「デイケアで話をするきっかけがつかめない」と

話されていたと情報あり。青山荘では他入居者とも徐々に交流みられており、

食事当番なども協力しながら行うこと出来ている。利用当初よりはデイケア利用には慣れて来たと本人話されている。デイケアでは、他者と離れた場所に1人で座っていることが多く、ミーティングと外来時間が同じ時間帯のため、他者と交流を持つ機会が少ない状態。また、以前より自己臭が気になると話されマスクをしていたが、臭いは気にならないことを説明すると、自己臭を気にする発言はきかれなくなっている。

⇒作業療法ではメンバー同士が交流する機会も多い為、他の曜日も見学をしながら、利用日を増やしていくことも検討していく。

· 五日市　公　様～日中、居眠りしていることが多くみられている。本日も、レクリエーション中に

居眠りをしており、スタッフが声かけを行うと、急に動き出そうとしてふらついていることがある。

⇒運動やレクリエーションの際は、スタッフが近くにおり転倒に注意していく。

＜デイケア利用者様事例検討＞

山田　健次　様（73）統合失調症

デイケア利用年数：1年0ヶ月

治療計画：①定期的な通所を促し、日中の活動場所の提供を行う。

　　　　　②生活面を確認し、不足な部分は助言していく。

検討内容：治療計画の見直し、今後の対応

○本人の様子

· 祝日以外は、ほぼ毎日デイケア利用出来ている。

· プログラム中は、ぼんやりしている事が多く、独語も聞かれている。声かけをすると反応は返ってくるが、時々そのまま独語を続けていることがある。

· 最近、日によって気分にムラがあり、不機嫌さみられることもある。不機嫌さが強い日は、本人「疲れてるんだよ」と話されている。怒り口調での独語がきかれることもある。

· 膝が悪く、病院からデイケアまでの道のりで休憩を取りながら来られている。以前は1回の休憩であったが、現在は疲労があり、3回休憩をとっている。

· 膝や足が痛むとのことだが、問診では「大丈夫」と話しており、それに対して処方はない。

· 血圧170～150/80～90mmHgと高値。降圧剤は服用していない。

· 食事は、むつ食品で惣菜やパンなどを購入している。牛乳（カルシウム）や野菜が不足している傾向。

· デイケアが終了した後は、ドトールでコーヒーを飲むのを日課にしている。1ヶ月程度であれば金銭のやりくりは出来ると話されている。

· 家族関係については、兄が毎週差し入れを持って会いに来てくれるとのこと。定額給付金の手続きも兄が行ってくれたとのことで、家族は本人に対して協力的。

○今後の対応

· 治療計画は現状のまま継続。

· 歩行状態が悪化し、デイケアへの通所が困難となってくる可能性も考えられる為、今後について青明舎とも相談を行っていく。

· 血圧は来所時に測定を行っていき、不調があれば担当医へ情報提供していく。

＜外来情報＞

· 大久保　恒夫様～村上脳神経外科から降圧剤が処方となったと報告あり。グレープフルーツ禁の為、

食事指示箋の変更あり。服薬調整実施している。

コロヒポナリン、タスモリン⇒止め

リントン（1.5）　　　　　 ⇒リントン（0.75）

エスタゾラム2Ｔ　　　　　⇒1Ｔ

· 平　　康子　様～採血、尿検査実施。体重64.6kg。夜間の睡眠は良く、変わりないとの事。

· 中居　松男　様～連休は実家帰省するとの事。母が入院したと報告している。

· 小野寺　文明様～頭痛は平気との事。早寝・早起きを心がけていると話している。

· 山田　健次　様～食欲・睡眠は問題ないとの事。膝の痛みは無く、歩行に問題ないと話す。

· 奥山　以依子様～弟様の電話番号がわからないと話す。畑仕事をした事を報告している。

· 長瀬　紘一郎様～特に変わりなく、血圧チェックノートを持参している。

· 船場　幸子　様～立ちくらみは無く過ごせていると報告。

· 大久保　康弘様～気分は安定しており、睡眠は7時間ほど取れているとの事。

· 上久保　善郎様～長芋の種芋作りを行っていると報告。腰痛の為、湿布・ロキソニンが処方となっ

ている。

· 鹿原　博夫　様～調子は良いと話す。

· 前野　義勝　様～足首が痛く、サポーターを使用していると話し、「湿布を貼ると治る」との事。

回復者の倶楽部を作りたいと希望している。

· 中居　美津子様～「右親指に力が入らない」と訴えあり、ダーゼン処方となっている。










